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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
五
十
八
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
八
条

第
三
項
た
だ
し
書
及
び
第
十
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
許
可
申

請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に

公
開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
（
以
下
「
公
聴
会
」
と
い
う
。
）
を
行
い

ま
す
。

な
お
、
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
公
聴
会

の
期
日
の
三
日
前
ま
で
に
、
知
事
に
対
し
、
意
見
の
要
旨
並
び
に
住

所
、
氏
名
及
び
当
該
公
聴
会
の
事
由
と
な
る
処
分
に
つ
い
て
の
利
害

関
係
を
記
し
た
書
面
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
三
年
十
一
月
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

公
聴
会
を
行
う
日
時

令
和
三
年
十
一
月
十
八
日
（
木
曜
日
）

午
後
二
時
か
ら

二

公
聴
会
を
行
う
場
所

東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
三
階
建
設
工
事

紛
争
審
査
会
室

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

三

書
面
の
提
出
先

東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
調

整
課
審
査
担
当
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
三
階
）

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話
〇
三
（
五
三
八
八
）
三
三
三
四

四

公
聴
会
を
行
う
理
由

次
の
建
築
許
可
を
す
る
た
め

㈠
建
築
主
住

所
氏
名

千
代
田
区
飯
田
橋
三
丁
目
十
三
番
一
号

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

建
築
敷
地

江
東
区
豊
洲
六
丁
目
十
二
番
地
二
ほ
か

地
域
地
区

等

工
業
地
域
、
防
火
地
域
及
び
東
京
都
市
計
画
豊
洲

地
区
地
区
計
画
（
再
開
発
等
促
進
区
を
定
め
る
地

区
計
画
）

申

請

の

概

要

工
事
種
別

及
び
用
途

用
途
変
更

ホ
テ
ル
、
病
院
、
水
泳
場
、
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
場
、

自
動
車
車
庫
及
び
日
用
品
販
売
店
舗

敷
地
面
積

約
七
、
四
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

建
築
面
積

約
三
、
七
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル

延
べ
面
積

約
二
七
、
六
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル

構
造
及
び

階
数

鉄
骨
造
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
上
十
七
階
地
下
一
階

高
さ

七
〇
・
七
五
メ
ー
ト
ル

適
用
条
文

建
築
基
準
法
第
四
十
八
条
第
十
二
項
た
だ
し
書

㈡
建
築
主
住

所
氏
名

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都

建
築
敷
地

世
田
谷
区
駒
沢
公
園
六
百
八
十
二
番
地
二
ほ
か

地
域
地
区

等

第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
、

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
準
防
火
地
域
、
十

メ
ー
ト
ル
第
一
種
高
度
地
区
、
十
七
メ
ー
ト
ル
第

二
種
高
度
地
区
、
十
九
メ
ー
ト
ル
第
二
種
高
度
地

区
及
び
三
十
一
メ
ー
ト
ル
第
三
種
高
度
地
区

既
存
建
築
物
の
概
要

申
請
の
概
要

工
事
種
別

及
び
用
途

公
衆
便
所
、
休
憩
所
、

倉
庫
、
事
務
所
及
び
物

品
販
売
業
を
営
む
店
舗

増
築

休
憩
所
、
倉
庫
及
び
事

務
所

敷
地
面
積

約
二
一
四
、
五
五
一
平

方
メ
ー
ト
ル

増
減
な
し

建
築
面
積

約
八
九
九
平
方
メ
ー
ト

ル

約
三
〇
六
平
方
メ
ー
ト

ル

延
べ
面
積

約
八
六
〇
平
方
メ
ー
ト

ル

約
三
〇
六
平
方
メ
ー
ト

ル

構
造
及
び

階
数

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

ほ
か

地
上
一
階

鉄
骨
造

地
上
一
階

高
さ

七
・
四
〇
メ
ー
ト
ル
ほ

か

三
・
九
七
メ
ー
ト
ル
ほ

か

適
用
条
文

建
築
基
準
法
第
四
十
八
条
第
三
項
た
だ
し
書

㈢
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建
築
主
住

所
氏
名

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都

建
築
敷
地

世
田
谷
区
駒
沢
公
園
六
百
八
十
二
番
地
二
ほ
か

地
域
地
区

等

第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
準
防
火
地
域
、

十
七
メ
ー
ト
ル
第
二
種
高
度
地
区
及
び
十
九
メ
ー

ト
ル
第
二
種
高
度
地
区

既
存
建
築
物
の
概
要

申
請
の
概
要

工
事
種
別

及
び
用
途

公
衆
便
所

増
築

ガ
ー
ド
マ
ン
ボ
ッ
ク
ス

敷
地
面
積

約
四
五
、
七
四
三
平
方

メ
ー
ト
ル

増
減
な
し

建
築
面
積

約
八
六
平
方
メ
ー
ト
ル

約
七
平
方
メ
ー
ト
ル

延
べ
面
積

約
七
七
平
方
メ
ー
ト
ル

約
七
平
方
メ
ー
ト
ル

構
造
及
び

階
数

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
上
一
階

鉄
骨
造

地
上
一
階

高
さ

五
・
四
一
メ
ー
ト
ル
ほ

か

二
・
六
二
メ
ー
ト
ル

適
用
条
文

建
築
基
準
法
第
四
十
八
条
第
三
項
た
だ
し
書

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
五
十
九
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
（
仮
称
）
内
幸
町
一
丁
目
街
区
開
発
計
画
（
北
地

区
）
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
案
に
係
る
見
解
書
の
提
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
株
式
会
社
帝
国
ホ
テ
ル

代
表
取
締
役
社
長

定
保

英
弥

千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
一
番
一
号

三
井
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

菰
田

正
信

中
央
区
日
本
橋
室
町
二
丁
目
一
番
一
号

二

対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

（
仮
称
）
内
幸
町
一
丁
目
街
区
開
発
計
画
（
北
地
区
）

高
層
建
築
物
の
設
置

三

対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

対
象
事
業
は
、
千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
の
約
二
・
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
区
域
に
お
け
る
オ
フ
ィ
ス
、
宿
泊
施
設
、
商
業
及
び
駐
車

場
等
の
新
築
事
業
で
あ
り
、
計
画
地
は
、
条
例
第
四
十
条
第
四
項

に
規
定
す
る
「
良
好
な
環
境
を
確
保
し
つ
つ
都
市
機
能
の
高
度
化

を
推
進
す
る
地
域
」
（
特
定
の
地
域
）
に
位
置
し
て
い
る
。

四

評
価
書
案
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
主
な
意
見
及
び
そ
れ
ら
に
つ

い
て
の
事
業
者
の
見
解
の
概
要

対
象
事
業
に
つ
い
て
、
都
民
の
意
見
は
な
く
、
事
業
段
階
関
係

区
長
か
ら
の
意
見
が
三
件
あ
り
、
意
見
の
内
容
は
、
大
気
汚
染
、

騒
音
・
振
動
、
日
影
、
電
波
障
害
、
風
環
境
、
景
観
及
び
そ
の
他

で
あ
っ
た
。

事
業
者
は
各
意
見
に
対
し
見
解
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は

別
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

五

見
解
書
の
縦
覧

㈠

期
間

令
和
三
年
十
一
月
十
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で
。
た
だ
し
、

日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

㈡

時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢

場
所

ア

千
代
田
区
環
境
ま
ち
づ
く
り
部
環
境
政
策
課

千
代
田
区
九
段
南
一
丁
目
二
番
一
号

イ

中
央
区
環
境
土
木
部
環
境
政
策
課

中
央
区
築
地
一
丁
目
一
番
一
号

中
央
区
役
所
七
階

ウ

港
区
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
支
援
部
環
境
課

港
区
芝
公
園
一
丁
目
五
番
二
十
五
号

エ

東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

オ

東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号

東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階
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◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
六
十
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
（
仮
称
）
内
幸
町
一
丁
目
街
区
開
発
計
画
（
中
地

区
）
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
案
に
係
る
見
解
書
の
提
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
都
市
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

辻
上

広
志

千
代
田
区
外
神
田
四
丁
目
十
四
番
一
号

秋
葉
原
Ｕ
Ｄ
Ｘ

公
共
建
物
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

山
下

耕
平

中
央
区
京
橋
二
丁
目
四
番
十
二
号

京
橋
第
一
生
命
ビ
ル
六
階

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

金
子

禎
則

千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
一
番
三
号

三
井
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

菰
田

正
信

中
央
区
日
本
橋
室
町
二
丁
目
一
番
一
号

二

対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

（
仮
称
）
内
幸
町
一
丁
目
街
区
開
発
計
画
（
中
地
区
）

高
層
建
築
物
の
設
置

三

対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

対
象
事
業
は
、
千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
の
約
二
・
二
ヘ
ク
タ
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ー
ル
の
区
域
に
お
け
る
オ
フ
ィ
ス
、
宿
泊
施
設
、
商
業
、
ホ
ー
ル

及
び
駐
車
場
等
の
新
築
事
業
で
あ
り
、
計
画
地
は
、
条
例
第
四
十

条
第
四
項
に
規
定
す
る
「
良
好
な
環
境
を
確
保
し
つ
つ
都
市
機
能

の
高
度
化
を
推
進
す
る
地
域
」
（
特
定
の
地
域
）
に
位
置
し
て
い

る
。

四

評
価
書
案
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
主
な
意
見
及
び
そ
れ
ら
に
つ

い
て
の
事
業
者
の
見
解
の
概
要

対
象
事
業
に
つ
い
て
、
都
民
の
意
見
が
一
件
、
事
業
段
階
関
係

区
長
か
ら
の
意
見
が
三
件
あ
り
、
意
見
の
内
容
は
、
大
気
汚
染
、

騒
音
・
振
動
、
日
影
、
電
波
障
害
、
風
環
境
、
景
観
及
び
そ
の
他

で
あ
っ
た
。

事
業
者
は
各
意
見
に
対
し
見
解
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は

別
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

五

見
解
書
の
縦
覧

㈠

期
間

令
和
三
年
十
一
月
十
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で
。
た
だ
し
、

日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

㈡

時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢

場
所

ア

千
代
田
区
環
境
ま
ち
づ
く
り
部
環
境
政
策
課

千
代
田
区
九
段
南
一
丁
目
二
番
一
号

イ

中
央
区
環
境
土
木
部
環
境
政
策
課

中
央
区
築
地
一
丁
目
一
番
一
号

中
央
区
役
所
七
階

ウ

港
区
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
支
援
部
環
境
課

港
区
芝
公
園
一
丁
目
五
番
二
十
五
号

エ

東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

オ

東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号

東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階
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（第17456号）東 京 都 公 報令和3年11月10日（水曜日）１１
◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
六
十
一
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
（
仮
称
）
内
幸
町
一
丁
目
街
区
開
発
計
画
（
南
地

区
）
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
案
に
係
る
見
解
書
の
提
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

稲
垣

精
二

千
代
田
区
有
楽
町
一
丁
目
十
三
番
一
号

中
央
日
本
土
地
建
物
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

平
松

哲
郎

千
代
田
区
霞
が
関
一
丁
目
四
番
一
号

東
京
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

野
上

誠

千
代
田
区
神
田
練
塀
町
三
番
地

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

金
子

禎
則

千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
一
番
三
号

二

対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

（
仮
称
）
内
幸
町
一
丁
目
街
区
開
発
計
画
（
南
地
区
）

高
層
建
築
物
の
設
置

三

対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

対
象
事
業
は
、
千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
の
約
一
・
九
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
区
域
に
お
け
る
オ
フ
ィ
ス
、
宿
泊
施
設
、
商
業
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
促
進
施
設
及
び
駐
車
場
等
の
新
築
事
業
で
あ
り
、
計
画
地
は
、

条
例
第
四
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
「
良
好
な
環
境
を
確
保
し
つ

つ
都
市
機
能
の
高
度
化
を
推
進
す
る
地
域
」
（
特
定
の
地
域
）
に

位
置
し
て
い
る
。

四

評
価
書
案
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
主
な
意
見
及
び
そ
れ
ら
に
つ

い
て
の
事
業
者
の
見
解
の
概
要

対
象
事
業
に
つ
い
て
、
都
民
の
意
見
が
一
件
、
事
業
段
階
関
係

区
長
か
ら
の
意
見
が
三
件
あ
り
、
意
見
の
内
容
は
、
大
気
汚
染
、

騒
音
・
振
動
、
日
影
、
電
波
障
害
、
風
環
境
、
景
観
及
び
そ
の
他

で
あ
っ
た
。

事
業
者
は
各
意
見
に
対
し
見
解
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は

別
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

五

見
解
書
の
縦
覧

㈠

期
間

令
和
三
年
十
一
月
十
日
か
ら
同
月
二
十
九
日
ま
で
。
た
だ
し
、

日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

㈡

時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢

場
所

ア

千
代
田
区
環
境
ま
ち
づ
く
り
部
環
境
政
策
課

千
代
田
区
九
段
南
一
丁
目
二
番
一
号

イ

中
央
区
環
境
土
木
部
環
境
政
策
課

中
央
区
築
地
一
丁
目
一
番
一
号

中
央
区
役
所
七
階

ウ

港
区
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
支
援
部
環
境
課

港
区
芝
公
園
一
丁
目
五
番
二
十
五
号

エ

東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

オ

東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号

東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階
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令和3年11月10日（水曜日）東 京 都 公 報（第17456号） １６
◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
六
十
二
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
事
業
の
廃
止

の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
十
八
条
第
二
号
及
び
介
護
保
険

法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
三
十
一

条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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令和3年11月10日（水曜日）東 京 都 公 報（第17456号） ２０

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
六
十
三
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の

五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
事

業
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
十
五
条
の
十
第
二
号

及
び
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六

号
）
第
百
四
十
条
の
二
十
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示

す
る
。令

和
三
年
十
一
月
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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（第17456号）東 京 都 公 報令和3年11月10日（水曜日）２３

公

告

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
代
表
者
の
氏
名
の
変

更
の
届
出
に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
五
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
二
項
及
び
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
施
行

に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十
三
号
）
第
二

十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ

二

代
表
者
の
氏
名

新
倉

修

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

港
区
芝
四
丁
目
七
番
一
号

西
山
ビ
ル
四
階

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
タ
ー
ト
ル

二

代
表
者
の
氏
名

重
田

雅
俊

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

新
宿
区
四
谷
本
塩
町
二
番
五
号

社
会
福
祉
法
人
日
本
視
覚
障

害
者
職
能
開
発
セ
ン
タ
ー
東
京
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
内

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
多
摩
い
の
ち
の
電
話

二

代
表
者
の
氏
名

早
借

洋
一

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

国
分
寺
市
本
町
一
丁
目
六
番
二
号

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
テ
ィ
ッ
ク

二

代
表
者
の
氏
名

伊
藤

順
平
、
坂
本

多
恵
、
白
鳥

環
、
田
村

千
佳
、
本

木

裕
子

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
十
九
番
十
九
号

恵
比
寿
ビ
ジ
ネ
ス
タ

ワ
ー
十
二
階

四

そ
の
他
の
事
務
所
の
所
在
地

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
相
生
町
三
丁
目
六
十
一

泰
生
ビ
ル
二

階
さ
く
ら
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
〈
関
内
〉

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
防
災
士
機
構

二

代
表
者
の
氏
名

原

正
之

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

千
代
田
区
一
番
町
二
十
五
番
地

全
国
町
村
議
員
会
館
五
階

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
若
手
精
神
科
医
の
会

二

代
表
者
の
氏
名

安
藝

森
央

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
一
丁
目
九
番
二
号

株
式
会
社
メ
セ
ナ

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
ク
ス
内

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
届
出

に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
四
十
九

条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
定
款
の
変
更
の
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
三
条
第
二
項
及
び
特
定
非
営
利
活
動
促
進

法
施
行
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
年
東
京
都
規
則
第
二

百
四
十
三
号
）
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公

告
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
富
士
山
測
候
所
を
活
用
す
る
会

二

代
表
者
の
氏
名

三
浦

和
彦

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

新
宿
区
大
久
保
二
丁
目
五
番
五
号

中
村
ビ
ル
二
階

四

そ
の
他
の
事
務
所
の
所
在
地

静
岡
県
御
殿
場
市
新
橋
八
百
八
十
九－

十
二

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
地
球
環
境
共
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

二

代
表
者
の
氏
名

比
嘉

照
夫

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
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港
区
浜
松
町
二
丁
目
七
番
十
八
号

一

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
災
害
人
道
医
療
支
援
会

二

代
表
者
の
氏
名

前
川

和
彦

三

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

目
黒
区
大
橋
二
丁
目
十
二
番
九
号

パ
レ
ス
Ｋ
Ｙ
三
〇
二

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
一
月
十
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

昭
島
市
昭
和
町
三
丁
目
四
百
四
十

七
番
二
及
び
同
番
五

西
東
京
市
芝
久
保
町
四
丁
目
二

十
六
番
三
号

株
式
会
社
東
栄
住
宅

代
表
取
締
役

佐
藤

千
尋

西
多
摩
郡
日
の
出
町
大
字
平
井
字

塩
田
二
千
六
百
九
十
四
番
一
、
二

千
六
百
九
十
五
番
一
及
び
同
番
七

練
馬
区
石
神
井
町
二
丁
目
二
十

六
番
十
一
号

一
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

堀
口

忠
美

青
梅
市
大
門
一
丁
目
四
百
六
十
二

番
四
、
四
百
六
十
三
番
一
、
四
百

六
十
四
番
及
び
四
百
七
十
一
番
四

武
蔵
村
山
市
三
ツ
藤
三
丁
目
五

番
地
の
八

石
井

文
子

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
一
月
十
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

立
川
市
上
砂
町
五
丁
目
五
十
六
番

一
及
び
五
十
八
番
一

武
蔵
野
市
境
二
丁
目
二
番
二
号

株
式
会
社
飯
田
産
業

代
表
取
締
役

千
葉
雄
二
郎

立
川
市
幸
町
六
丁
目
三
十
一
番
二

及
び
同
番
二
十
九

練
馬
区
石
神
井
町
二
丁
目
二
十

六
番
十
一
号

一
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

堀
口

忠
美

武
蔵
村
山
市
中
原
三
丁
目
八
番
六

練
馬
区
石
神
井
町
二
丁
目
二
十

六
番
十
一
号

一
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

堀
口

忠
美

低
Ｎ
Ｏ
ｘ

・
低
Ｃ
Ｏ
２

小
規
模
燃
焼
機
器
の
認
定
に
つ

い
て

都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十

二
年
東
京
都
条
例
第
二
百
十
五
号
）
第
百
二
十
七
条
第
二
項
に
規
定

す
る
窒
素
酸
化
物
及
び
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
少
な
い
と
認
め
ら

れ
る
機
器
に
つ
い
て
、
東
京
都
低
Ｎ
Ｏ
ｘ

・
低
Ｃ
Ｏ
２

小
規
模
燃
焼
機

器
認
定
要
綱
（
平
成
元
年
二
月
十
六
日
付
六
十
三
環
大
規
第
二
百
二

号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
認
定
し
た
の
で
、

同
要
綱
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
す
る
。

令
和
三
年
十
一
月
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

認
定
し
た
機
器
等

㈠

グ
レ
ー
ド
Ａ
Ａ

別
記
一
の
と
お
り

㈡

グ
レ
ー
ド
Ａ

別
記
二
の
と
お
り

二

認
定
年
月
日

令
和
三
年
九
月
二
十
九
日
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